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資料１１

※『地域ですごす思春期～世田谷のプレーパークの実践から～　2010年度 思春期の子ども支援・親支援事業レポート』から抜粋





夜のこどもの居場所づくり「トワイライトステイ」 
2014 年頃、滋賀県大津市で、特養施設や商店街の空き店舗などの施設をうまく活用
し、ボランティアによる家庭的な運営で始まったこの取組は徐々に広がりを見せていま
す。 
新聞に掲載された記事等を転載いたします。 
近年は東京都豊島区などでも実例があるようです。なお、同名の取組で既存の公共施
設で料金制で夜間、児童を預かる取組も増えてきています。 

夜の居場所 子供に 家庭の団らん、地域で ／滋賀 
毎日新聞 2015年 12月 3日 地方版 

親が仕事などで夜に家を空け、独りきりとなる子供たちの「居場所」を作る試みが、
昨年度に大津市で始まり、今年度は県全域に広がっている。ボランティアの大学生らが
１対１で子供たちと密に接するのが特徴。特別養護老人ホームを開放した取り組みでは、
高齢の入所者が子供たちと触れ合い、表情が柔らかくなるなど副次的な効果も出ている
という。大津市で先月開かれた関係者の報告会を取材した。【竹下理子】 

トワイライトステイは、国の「生活困窮者自立支援制度」の一環。大津市は昨年度か
ら、市社会福祉協議会に委託し、市内のＮＰＯ事務所など３カ所で週１回、放課後に小
学生から高校生の子供を受け入れている。社会福祉士らの専門家が見守るなか、龍谷大
の学生ボランティアがマンツーマンで宿題を見たり、一緒に食卓を囲んだりしており、
市や学校、ＮＰＯなどが連携しながら、受け入れる子供を決め、状況を報告し合う。 

この活動に、県内の福祉分野１９団体・２００法人でつくる民間組織「滋賀の縁（え
にし）創造実践センター」が注目。現在は大津市２カ所、甲賀市１カ所の特養などに「フ
リースペース」を設置し、それぞれ週１回、夜
に子供を受け入れている。主な対象は小学生だ
が、きょうだいでの参加が良いと判断すれば、
中学生や未就学児の預かりにも柔軟に対応。ト
ワイライトステイと同様、１人の子供に大人が
１人付く。 

大人と一緒に夕飯作りも 
センターは同時に、子供が地域の大人たちと
夕食を作って食べる「遊べる・学べる淡海子ど

トワイライトステイ活動の様子。 

買い出し、調理、そしてみんなで食事します。
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も食堂」を大津、長浜、栗東、守山各市の計６カ所で月１回程度、実施している。商店
街のコミュニティースペースなどを活用し、子供たちに家庭的な雰囲気の中で食事を提
供する。 

先月２８日に開かれた集会では、活動について、各団体の代表者が発表した。トワイ
ライトステイを実施するＮＰＯ法人「あめんど」の恒松睦美理事長は、親に否定される
ことが多い子供は「どうせあかん」と思い込んで、言葉で気持ちを伝えることが苦手な
傾向にあると指摘。長い時間をかけて信頼を築くことで、「子供たちがコミュニケーシ
ョンを取れるようになった」と述べた。 

「駆け込み寺」として 
また「フリースペース」が開催されている大津市月輪１の特養「カーサ月の輪」の日
比晴久施設長は、施設には風呂や食事、送迎車など子供の受け入れに必要なものがそろ
っていると説明。「高齢者にとっても、子供たちと過ごす時間は貴重。福祉施設には、
さまざまな専門を持った職員がおり、子供の『居場所』としても生かしていきたい」と
語った。２４時間職員がいるという強みを生かし、いざという時に子供が頼れる「駆け
込み寺」のような存在を目指すという。 

一方、「子ども食堂」を運営する大津市のＮＰＯ法人「カズン」の谷口久美子理事長
は、「月１回では大人が子供に開いてあげる『イベント』。これを生活の一部にしなけれ
ばいけない」と指摘。「子供たちの居場所がなくならないよう、一度始めたら継続する
覚悟も必要。商店街や地元の料理上手の女性たちを巻き込んで、一緒に進めていきたい」
と強調した。 

学生が差し伸べる温かい「手」 貧困世帯の子供と夕食

2015.1.13 13:50 産経ＷＥＳＴ 

家庭環境の事情から、満足に食事や教育を与えられない子供たちに手を差し伸べよ
うと、龍谷大の学生たちがこうした境遇の子供たちと一緒に夕食の食卓を囲む取り組
みを進めている。活動資金や人員の確保といった課題はあるが、学生らは「活動を通
して、社会をよくするための糸口を見いだしたい」と話している。 

子供の笑顔がはじける「トワイライトステイ」 
「さあ、ご飯にしよう」 
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こたつを囲んでおこなわれていたトランプ遊びの最中、こう声がかかり、卓上は夕
食準備に変わった。 
今月８日夜、龍谷大が所有する大津市京町の「町家キャンパス龍龍（ロンロン）」。
同大学の学生ら５人と、１０代半ばの少年３人が一緒に鍋をつつく。 
「やっぱり寒い日は鍋やね」「この肉、誰か食べなよ」「白菜も食べないと」 
たわいない会話を交わしながら、箸を手にした少年たちは、すぐにご飯を平らげて
おかわりを求める。鍋の周りで笑顔が弾けた。 
生活保護世帯や１人親家庭など、生活困窮の問題を抱える家の子供たちと週１回、
一緒に夕食を取る「トワイライトステイ」という試みは、厚生労働省のモデル事業と
して、大津市社会福祉協議会などが昨年３月に始めた。現在では、市内３カ所で取り
組まれている。 
この試みを提案した社会福祉士の幸重忠孝さん（４１）をはじめ、龍谷大の学生ボ
ランティア団体「トワイライトホーム」や子育て支援を手がける市内のＮＰＯ法人が
連携して活動に当たっている。 

「貧困の連鎖」をどう防ぐか 
経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は、その国や地域の平均的な所得の半分を下回る世
帯を「相対的貧困家庭」と規定。これに基づき、厚生労働省が実施した調査では、相
対的貧困家庭で暮らす子供の比率「子供の貧困率」は平成２４年で１６・３％と、過
去最悪を記録した。 
子供の６人に１人が、相対的貧困家庭で暮らしている計算。その多くが、１人で夕
食を取ったり、必要な栄養が摂取できていなかったりしている。さらに、そうした状
況下の子供は、学校の勉強についていけず、それが原因で「いじめ」に遭うケースも
多く、「子供の貧困」が深刻な社会問題となっている。 
そうした子供たちが大人になっても、一定の収入が得られる職に就けず、その家庭
も相対的貧困となる「貧困の連鎖」も生じている。この連鎖をどうやって断ち切るか
が、行政やコミュニティーなどに課せられた課題だ。 

反省会で次回につなげる 
トワイライトステイの活動時間は、午後５ ９時。夕食の買い出しや調理などを学
生や子供たちが分担しておこなったり、一緒に勉強やトランプをしたりして家庭的な
雰囲気の中で一時を過ごしている。
子供たちが帰ったあと、学生たちやＮＰＯのメンバーらは反省会を開く。子供たち
について、その日の様子や以前と比べた変化などの情報を共有。次回の活動時にその
子供とどう接するかなどについて協議しておく。 
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メンバーの一人、同大学社会学部２年の長谷川大介さん（２０）は「活動に参加す
るまで『子供の貧困』という問題を知らなかった。取り組みを続けることで、この問
題の存在を多くの人に知らせたい」と話す。 
また、同学部２年の長野康平さん（２０）は「子供の気持ちを大人が理解してやれ
る場として価値がある」と活動の意義を強調。子供たちは参加を重ねるごとに心を開
いていき、家庭の悩みや将来への不安などを学生たちに口にするようになったとい
う。 

「子供が子供らしくいることができる時間を」 
この活動に、県内約２００の社会福祉法人などで構成する「滋賀の縁（えにし）創
造実践センター」（草津市）が着目。せっかく始まった試みを県内全域に広げようと、
手始めに協力が得られた特別養護老人ホームで来月、不登校児を対象にした居場所づ
くりを始める。
一方、課題もある。トワイライトステイの活動は、今年４月に施行される「生活困
窮者自立支援法」のモデル事業だったため、今年度の活動資金は全額国の補助で賄え
た。しかし、来年度はこの補助がなくなる。
また、学生メンバー約２０人のうち半数は４年で、今年度に卒業してしまうため、
新たな担い手の確保が急務だ。
活動の立ち上げに携わった幸重さんは「子供が子供らしくいられる時間をつくって
あげたい。地域の中で育てた子供が元気になれば、地域にも活気が生まれるはず」と
力を込める。 
東京都豊島区で同じような取り組みに携わる「豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵネット
ワーク」の栗林知絵子理事長は「子供たちと年齢の近い学生が活動に参加するのは重
要。活動に学生が入ることで、問題を考え社会を変えるきっかけになるはずだ」とエ
ールを送っている。（小川勝也） 
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